藤村「処女地」に執筆した女性作家達(1) : 生田花世、池田小菊、川島つゆ、澤ゆき by 永渕 朋枝
序
島
崎
藤
村
が
婦
人
の
眼
ざ
め
を
期
待
し
て
創
刊
し
た
婦
人
雑
誌
処
女
地
（
一
九
二
二
〔
大
〕・
四
二
三
〔
大
〕・
一
）
に
執
筆
し
た
四
三
名
の
女
性
達
の
う
ち
、文
学
事
典
等
に
記
載
の
な
い
三
二
名
に
つ
い
て
は
、
藤
村
処
女
地
に
執
筆
し
た
無
名
の
女
性
達
・
目
録
（
神
女
大
国
文
二
七
・
三
）
に
お
い
て
、
執
筆
目
録
を
作
成
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
鷹
野
つ
ぎ
以
外
ほ
ぼ
無
名
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
処
女
地
の
執
筆
者
達
が
、
当
時
の
新
聞
雑
誌
に
か
な
り
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
足
が
か
り
を
つ
く
っ
た
と
い
う
処
女
地
の
意
義
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
文
学
事
典
等
に
項
目
の
あ
る
一
一
名
（
以
下
、
女
性
作
家
達
と
記
す
）
中
、
生
田
花
世
、
池
田
小
菊
、
川
島
つ
ゆ
、
澤
ゆ
き
の
四
名
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
女
性
作
家
達
一
一
名
は
、
無
名
の
執
筆
者
達
と
較
べ
て
格
段
に
多
い
量
の
執
筆
を
し
て
い
る
の
で
、
個
々
の
執
筆
目
録
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
た
い
。
本
稿
で
は
、（
一
）
女
性
作
家
達
の
略
歴
、
主
な
著
書
、
項
目
の
あ
る
事
典
（
１
）
（
二
）
評
伝
、
年
譜
の
有
無
や
研
究
状
況
（
三
）
同
時
代
批
評
（
四
）
女
性
作
家
達
が
処
女
地
に
発
表
し
た
作
品
、
処
女
地
や
藤
村
に
つ
い
て
の
女
性
作
家
達
の
言
及
を
調
査
し
、
女
性
作
家
達
の
主
に
著
書
か
ら
彼
女
達
に
と
っ
て
の
処
女
地
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
氏
名
は
、
一
般
の
事
典
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
表
記
を
用
い
、
処
女
地
終
刊
号
附
録
本
誌
執
筆
者
別
総
目
録
に
掲
載
さ
れ
た
氏
名
の
表
記
が
異
な
る
場
合
は
、
そ
れ
を
〔
〕
内
に
記
す
。
一
、
生
田
花
世
（
一
）
一
八
八
八
・
一
・
一
五
一
九
七
・
一
二
・
八
。
徳
島
県
板
野
郡
松
島
村
（
現
上
板
町
）
泉
谷
生
ま
れ
。
本
名
西
崎
花
世
。
和
三
盆
糖
業
の
衰
退
に
よ
っ
て
家
計
の
苦
し
く
な
っ
て
き
た
中
、
血
書
を
書
い
て
県
立
徳
島
高
女
入
学
を
許
可
さ
れ
た
。
卒
業
後
、
小
学
校
教
員
を
し
つ
つ
、
才
媛
文
集
や
河
井
醉
茗
編
集
女
子
文
壇
に
投
稿
。
産
土
神
う
ぶ
す
な
が
み
等
を
詩
の
選
者
横
瀬
夜
雨
に
認
め
ら
れ
、
長
曽
我
部
菊
子
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
三
数
─ ─
藤
村
処
女
地
に
執
筆
し
た
女
性
作
家
達
（
一
）
生
田
花
世
、
池
田
小
菊
、
川
島
つ
ゆ
、
澤
ゆ
き
永
渕
朋
枝
編
の
詩
、
散
文
を
発
表
。
父
病
死
後
、
一
九
一
年
上
京
。
小
学
校
教
員
、
女
子
文
壇
記
者
（
一
三
年
廃
刊
）、
出
版
社
の
事
務
員
、
寄
席
の
女
中
等
、
職
を
転
々
と
し
、
生
活
難
に
苦
し
む
中
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
あ
う
。
青
鞜
に
参
加
。
恋
愛
及
び
生
活
難
に
対
し
て
（
青
鞜
一
四
・
一
）
に
感
動
し
た
詩
人
生
田
春
月
に
求
婚
さ
れ
、
結
婚
（
同
年
三
月
。
入
籍
せ
ず
）。
春
月
を
通
し
て
外
国
文
学
に
親
し
み
、
文
士
と
交
流
。
反
響
に
発
表
し
た
食
べ
る
こ
と
と
貞
操
と
（
一
四
・
九
）
が
発
端
と
な
っ
て
、
青
鞜
等
で
貞
操
論
争
が
起
こ
る
。
青
鞜
廃
刊
後
、
山
田
た
づ
等
と
ビ
ア
ト
リ
ス
（
一
六
・
七
一
七
・
四
）
を
創
刊
し
、
毎
号
短
編
等
を
執
筆
し
た
。
処
女
地
に
寄
稿
、
三
宅
や
す
子
の
ウ
ー
マ
ン
カ
レ
ン
ト
や
奥
む
め
お
の
婦
人
運
動
、
春
月
主
宰
の
詩
と
人
生
に
も
、
詩
、
短
編
、
随
筆
を
発
表
。
文
章
倶
楽
部
や
時
事
新
報
、
読
売
新
聞
、
文
芸
春
秋
、
新
婦
人
協
会
の
女
性
同
盟
、
婦
選
獲
得
同
盟
の
婦
選
等
に
も
執
筆
。
女
人
芸
術
創
刊
（
二
八
・
七
）
に
あ
た
っ
て
、
長
谷
川
時
雨
に
協
力
。
三
年
五
月
春
月
自
殺
後
、
生
田
春
月
全
集
（
三
・
一
二
三
一
・
一
一
全
一
巻
新
潮
社
）
編
集
に
あ
た
り
、
春
月
主
宰
の
詩
と
人
生
を
再
刊
（
三
二
・
一
）、
編
集
。
戦
時
体
制
下
、
皇
軍
慰
問
視
察
等
に
参
加
、
体
制
に
協
力
的
な
著
作
を
発
表
。
罹
災
。
五
三
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
主
婦
の
読
書
グ
ル
ー
プ
で
の
源
氏
物
語
の
講
義
が
、
三
余
り
の
会
員
を
擁
す
る
生
田
源
氏
の
会
に
発
展
し
、
会
に
よ
っ
て
八
王
子
市
光
照
寺
に
建
立
さ
れ
た
歌
碑
除
幕
式
の
二
ヶ
月
後
、
八
二
歳
で
死
去
。
主
な
著
書
に
、
上
京
前
後
の
こ
と
を
中
心
に
描
い
た
小
品
集
情
熱
の
女
（
長
曽
我
部
菊
子
著
岡
村
盛
花
堂
一
三
・
一
）、
貞
操
論
争
に
か
か
わ
る
文
章
等
を
収
め
た
感
想
集
恋
愛
巡
礼
（
紫
鳳
閣
一
五
・
六
）、
高
女
の
頃
か
ら
上
京
後
の
生
活
、
春
月
と
の
結
婚
生
活
、
三
角
関
係
の
苦
悩
等
を
描
い
た
小
説
集
燃
ゆ
る
頭
（
春
月
の
装
幀
。
神
近
市
子
・
長
谷
川
時
雨
・
山
田
邦
子
序
文
。
中
西
書
房
二
九
・
四
。
不
二
出
版
、
叢
書
青
鞜
の
女
た
ち
第
５
巻
、
八
六
・
二
に
復
刻
版
あ
り
）、
女
流
文
芸
史
の
は
し
り
（
２
）
大
正
、
昭
和
の
女
性
作
家
の
ほ
ゞ
全
貌
（
３
）
を
書
い
た
と
い
わ
れ
る
近
代
日
本
婦
人
文
芸
女
流
作
家
群
像
（
行
人
社
二
九
・
一
一
。
大
空
社
、
叢
書
女
性
論
、
九
六
・
五
に
復
刻
版
あ
り
）、
詩
集
春
の
土
（
詩
と
人
生
社
三
三
・
三
）、戦
時
下
の
も
の
に
、
銃
後
純
情
（
道
文
書
院
四
・
一
）、
海
国
女
性
史
（
立
誠
社
四
三
・
七
。
銃
後
純
情
海
国
女
性
史
（
抄
）
と
し
て
、
ゆ
ま
に
書
房
女
性
の
み
た
近
代
女
と
戦
争
二
四
・
六
に
復
刻
版
あ
り
）、
一
葉
と
時
雨
（
潮
文
閣
一
九
四
三
・
一
。
大
空
社
、
伝
記
叢
書
、
九
二
・
七
に
復
刻
版
あ
り
）、
戦
後
、
執
筆
依
頼
を
受
け
て
自
身
の
経
験
と
見
聞
を
も
と
に
書
い
た
未
亡
人
（
三
元
社
、
女
性
の
書
第
巻
、
四
九
・
一
）
等
が
あ
る
。
生
田
源
氏
の
会
の
幹
事
矢
野
克
子
、
和
田
艶
子
ら
が
中
心
と
な
り
、
女
性
教
養
（
大
日
本
女
子
社
会
教
育
会
）
に
連
載
さ
れ
た
源
氏
物
語
の
解
説
を
ま
と
め
た
源
氏
物
語
原
文
入
解
説
（
生
田
源
氏
の
会
六
七
・
一
）
の
ま
え
が
き
に
は
、
源
氏
物
語
の
目
に
見
え
ぬ
超
自
然
力
、
人
間
以
上
の
つ
よ
い
力
に
対
す
る
信
頼
と
畏
怖
を
味
わ
い
た
い
、
と
あ
る
。
没
後
に
編
集
さ
れ
た
生
田
花
世
詩
歌
全
集
（
木
犀
社
七
一
・
一
）
は
、
詩
、
短
歌
、
随
筆
の
章
、
及
び
年
譜
等
、
片
岡
球
子
の
表
紙
絵
か
ら
成
る
。
明
治
大
正
文
学
美
術
人
名
辞
書
日
本
近
代
文
学
大
事
典
現
代
女
─ ─
性
文
学
辞
典
日
本
女
性
人
名
辞
典
青
鞜
人
物
事
典
人
の
群
像
詩
歌
人
名
事
典
日
本
女
性
文
学
大
事
典
等
に
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
（
二
）
評
伝
に
、
和
田
艶
子
鎮
魂
生
田
花
世
の
生
涯
（
七
一
・
一
出
版
社
記
載
な
し
。
大
空
社
、
伝
記
叢
書
、
九
五
・
一
二
に
復
刻
版
あ
り
。
著
作
年
表
あ
り
）、
児
島
光
一
阿
波
女
流
文
学
界
の
異
彩
生
田
花
世
と
そ
の
文
学
（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
八
六
・
一
）、
評
伝
的
小
説
に
戸
田
房
子
詩
人
の
妻
生
田
花
世
（
新
潮
社
八
六
・
一
一
）
等
が
あ
り
、
復
刻
版
所
収
の
花
世
の
著
書
に
は
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
花
世
の
小
説
、
感
想
、
評
論
、
随
筆
、
詩
・
短
歌
の
章
と
、
略
伝
・
解
説
、
年
譜
か
ら
成
る
生
田
花
世
読
本
（
第
一
出
版
九
六
・
一
二
）
が
生
田
花
世
の
会
編
著
で
出
さ
れ
て
い
る
。
生
田
花
世
の
会
は
、
九
四
年
、
花
世
の
郷
里
板
野
郡
の
板
野
町
に
て
設
立
さ
れ
た
。
（
三
）
貞
操
論
争
に
関
し
て
は
、
飢
渇
の
脅
威
の
み
な
ら
ず
自
身
の
性
的
欲
求
ま
で
を
書
い
た
花
世
の
主
張
に
批
判
的
な
論
が
目
立
つ
。
一
方
、
真
を
し
た
ひ
て
（
青
鞜
）
は
、
私
は
私
の
美
し
く
な
い
の
が
苦
し
い
。
然
し
此
の
苦
し
み
は
耻はじ
で
は
な
い
等
と
い
う
功
実
な
叫
び
の
中
に
何
と
も
云
へ
ぬ
力
強
さ
が
籠
つ
て
ゐ
て
慥
か
に
何
人
も
剥
奪
し
が
た
い
力
が
あ
る
（
赤
木
桁
平
三
月
の
評
論
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
一
四
・
四
）
と
評
さ
れ
、
ほ
そ
の
を
（
文
章
世
界
）
は
い
か
に
も
女
性
の
作
品
ら
し
い
デ
リ
カ
シ
イ
を
持
つ
て
ゐ
る
と
同
時
に
、
人
間
生
活
の
縦
の
関
係
を
可
な
り
深
刻
に
見
透
し
て
前
景
と
背
景
の
書
き
方
が
巧
み
（
中
村
星
湖
特
別
募
集
小
説
選
評
、
文
章
世
界
一
八
・
二
）
等
と
評
さ
れ
た
。
明
治
大
正
文
学
美
術
人
名
辞
書
（
二
六
・
四
前
出
）
に
は
、
情
熱
の
女
恋
愛
巡
礼
等
は
可
な
り
歓
迎
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
尚
処
女
地
に
発
表
し
た
抒
情
詩
、
あ
る
主
婦
の
詩
婦
人
公
論
に
出
し
た
情
熱
地
獄
に
つ
い
て
の
外
婦
人
と
貧
富
の
問
題
新
婦
人
協
会
と
私
等
の
詩
、
感
想
、
論
文
等
に
よ
つ
て
各
種
の
方
面
に
活
動
し
て
ゐ
る
女
性
の
一
闘
士
た
る
こ
と
が
わ
か
る
と
あ
る
。
処
女
地
掲
載
論
文
へ
の
言
及
が
注
目
さ
れ
る
。
女
流
作
家
十
四
人
集
（
現
代
作
品
選
集
第
六
編
）
（
高
陽
社
編
輯
部
編
高
陽
社
二
四
・
九
）
に
継
児
、
日
本
現
代
詩
大
系
第
七
巻
（
河
出
書
房
新
社
七
五
・
三
）
に
春
の
土
か
ら
早
春
春
の
土
桜
は
咲
け
ど
が
収
録
さ
れ
た
。
（
四
）
処
女
地
３
号
一
九
二
二
〔
大
〕
・
六
抒
情
詩
十
章
２
号
牛
込
よ
り
（
お
と
づ
れ
欄
）
に
家
事
の
い
と
ま
に
残
し
た
抒
情
詩
を
寄
稿
い
た
し
ま
す
と
あ
る
。
処
女
地
６
号
一
九
二
二〔
大
〕・
九
あ
る
主
婦
の
詩
処
女
地
に
執
筆
し
た
女
性
作
家
、
若
杉
鳥
子
と
の
交
遊
の
日
々
を
感
謝
し
た
詩
。
処
女
地
９
号
一
九
二
二
〔
大
〕
・
一
二
或
る
時
の
心
の
動
き
（
創
作
）
上
京
し
て
小
学
校
の
女
教
師
を
つ
と
め
る
主
人
公
の
困
難
と
生
徒
と
の
交
流
を
描
い
た
も
の
。
燃
ゆ
る
頭
所
収
の
北
風
は
、
こ
の
作
品
の
結
末
部
等
に
か
な
り
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
花
世
に
は
膨
大
な
数
の
作
品
が
あ
り
、
処
女
地
掲
載
作
品
は
、
そ
の
ご
く
一
部
で
あ
る
が
、
花
世
の
中
で
は
処
女
地
は
確
固
た
る
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
、
以
下
の
文
章
等
か
ら
わ
か
る
。
─ ─
甚
だ
貧
弱
な
あ
し
あ
と
で
は
あ
る
が
女
子
文
壇
青
鞜
ビ
ア
ト
リ
ス
処
女
地
ウ
ー
マ
ン
カ
レ
ン
ト
女
人
芸
術
と
、
か
う
い
ふ
風
に
明
治
大
正
昭
和
の
女
流
文
芸
雑
誌
の
主
流
に
と
に
も
か
く
に
も
始
終
し
て
来
た
と
い
ふ
事
に
、
私
の
無
限
の
喜
び
と
満
足
は
つ
き
な
い
（
自
序
私
の
執
筆
閲
歴
燃
ゆ
る
頭
）
処
女
地
は
女
性
に
と
つ
て
、
発
表
機
関
の
な
い
時
代
の
女
流
文
芸
雑
誌
の
主
流
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
処
女
地
に
つ
い
て
花
世
は
、
筆
を
持
つ
女
の
悩
み
処
女
地
終
刊
号
を
読
む
（
東
京
朝
日
新
聞
二
二
・
一
二
・
三
）
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
に
は
し
つ
と
り
と
し
た
柔
和
な
慎
ま
し
い
女
性
の
良
い
感
情
が
ど
こ
を
開
い
て
も
匂
つ
て
ゐ
る
。
手
紙
が
こ
ゝ
で
は
何
よ
り
も
多
く
見
ら
れ
る
と
書
い
た
上
で
、
横
瀬
多
喜
子
、
田
尻
稲
子
、
大
井
さ
ち
子
、
鷹
野
つ
ぎ
子
、
伊
東
英
子
、
辻
村
乙
未
を
評
し
、
私
は
処
女
地
に
よ
つ
て
ゐ
た
こ
れ
ら
の
女
流
作
家
の
未
来
に
楽
い
期
待
を
も
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
処
女
時
代
の
自
由
な
芸
術
愛
は
、
結
婚
生
活
の
相
手
次
第
で
、
圧
迫
さ
れ
粉
砕
さ
れ
て
し
ま
ふ
。
ま
た
、
子
育
て
を
す
る
と
頭
脳
は
散
漫
に
な
り
、
時
間
が
な
い
の
で
筆
持
つ
こ
と
が
遂
に
は
出
来
な
い
や
う
に
な
つ
て
し
ま
ふ
。
幸
ひ
に
こ
の
二
つ
と
も
切
り
抜
け
る
事
が
出
来
て
も
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
階
級
の
婦
人
か
、
有
力
な
背
景
の
あ
る
婦
人
か
で
な
け
れ
ば
文
壇
に
は
入
れ
な
い
然
し
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
女
も
ま
た
強
く
生
き
よ
で
あ
る
。
強
い
歩
み
、
辛
抱
づ
よ
い
努
力
の
外
に
は
自
分
を
よ
り
よ
く
す
る
方
法
は
な
い
の
だ
文
芸
に
盲
目
的
熱
愛
を
持
ち
つ
ゞ
け
て
ゐ
る
私
は
、過
去
十
数
年
間
に
、
女
子
文
壇
青
鞜
サ
フ
ラ
ン
ビ
ア
ト
リ
ス
赤
光
せ
き
こ
う
こ
れ
ら
の
婦
人
文
芸
誌
を
送
迎
し
て
、
今
や
、
処
女
地
を
あ
の
や
う
に
も
愛
し
て
ゐ
た
の
に
、
こ
れ
か
ら
は
も
う
処
女
地
も
な
い
。
寂
し
い
、
実
に
寂
し
い
（
近
代
日
本
婦
人
文
芸
女
流
作
家
群
像
所
収
処
女
地
に
つ
い
て
は
少
し
異
同
あ
り
）
と
書
い
て
い
る
。
十
二
月
二
十
七
日
記
の
こ
の
文
章
に
終
刊
号
が
送
ら
れ
て
き
た
と
あ
る
の
で
、
処
女
地
新
年
号
が
、
前
年
末
に
発
送
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
花
世
は
、
女
子
文
壇
に
よ
っ
て
横
瀬
夜
雨
に
詩
を
、
河
井
醉
茗
に
文
を
学
び
、
父
の
友
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
写
生
文
、
真
を
書
け
と
い
う
行
き
か
た
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
、
と
書
い
て
い
る
（
燃
ゆ
る
頭
、
未
亡
人
等
）。
藤
村
か
ら
大
き
な
文
学
的
影
響
を
受
け
た
と
は
言
い
が
た
い
。
け
れ
ど
も
、
島
崎
藤
村
氏
の
親
切
な
お
心
か
ら
発
行
さ
れ
た
処
女
地
（
明
治
大
正
年
代
の
女
流
作
家
近
代
日
本
婦
人
文
芸
女
流
作
家
群
像
所
収
）
と
い
う
書
き
方
や
、
ユ
ー
モ
ア
の
な
い
一
日
は
さ
び
し
い
一
日
で
あ
る
と
云
ふ
言
葉
、
此
は
人
も
知
る
と
ほ
り
、
島
崎
藤
村
氏
の
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
ま
こ
と
に
心
深
い
意
味
に
解
し
た
私
は
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
ユ
ー
モ
ア
と
い
ふ
こ
と
を
日
常
生
活
に
愛
好
す
る
気
持
と
な
つ
た
の
で
あ
る
（
同
書
所
収
女
性
の
ユ
ー
モ
ア
作
品
）
等
に
は
、
藤
村
へ
の
尊
敬
の
念
が
読
み
取
れ
る
。
二
、
池
田
小
菊
〔
池
田
こ
ぎ
く
〕
（
一
）
一
八
九
二
・
三
・
一
五
一
九
六
七
・
三
・
九
。
和
歌
山
県
有
田
郡
箕
島
町
（
現
有
田
市
湊
町
）
生
ま
れ
。
一
九
一
二
年
和
歌
山
女
子
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
県
下
の
小
学
校
教
師
を
経
て
、
二
一
年
招
か
れ
て
奈
良
女
高
─ ─
師
附
属
小
学
校
訓
導
（
正
規
の
教
員
）
に
就
任
。
絶
対
服
従
、
無
批
判
の
教
授
法
で
は
な
く
生
徒
の
主
体
的
興
味
に
基
づ
く
学
習
法
を
構
想
す
る
木
下
竹
次
主
事
の
も
と
で
、
自
由
と
協
同
を
重
ん
じ
る
ダ
ル
ト
ン
・
プ
ラ
ン
、
合
科
学
習
を
、
日
本
で
初
め
て
実
施
。
次
第
に
方
法
論
よ
り
も
子
ど
も
の
側
か
ら
の
表
現
で
あ
る
綴
り
方
指
導
に
傾
き
、
私
の
教
育
記
録
（
東
洋
図
書
二
五
・
七
。
大
空
社
、
叢
書
女
性
論
九
六
・
一
に
復
刻
版
あ
り
）
を
は
じ
め
、
三
二
年
頃
ま
で
、
多
数
の
教
育
関
係
の
著
書
を
刊
行
し
た
。
そ
の
一
方
で
、和
歌
山
で
の
教
師
時
代
に
小
説
僕
に
は
娶
る
妻
が
な
い
（
池
田
こ
ぎ
く
著
。
弘
道
館
二
・
五
）
を
刊
行
。
奈
良
に
赴
任
後
、
東
京
大
阪
両
朝
日
新
聞
に
恋
愛
小
説
帰
る
日
を
連
載
（
二
五
〔
大
〕・
五
・
一
七
・
二
九
。
九
回
）
し
、
同
年
八
月
に
帰
る
日
（
表
紙
は
池
田
小
菊
、
奥
付
は
池
田
こ
ぎ
く
。
朝
日
新
聞
社
）
刊
行
。
二
六
年
、
女
高
師
で
の
講
演
依
頼
の
た
め
に
奈
良
在
住
の
志
賀
直
哉
を
訪
問
、
次
女
留
女
子
の
家
庭
教
師
を
つ
と
め
る
。
二
八
年
、
神
経
衰
弱
が
昂
じ
て
訓
導
を
退
職
。
志
賀
直
哉
に
師
事
し
、
短
編
を
発
表
。
三
三
年
、
共
産
党
資
金
網
摘
発
の
際
、
シ
ン
パ
の
嫌
疑
で
検
挙
さ
れ
る
。
鳩
（
小
林
秀
雄
推
薦
文
学
界
三
六
・
八
）、
札
入
（
改
造
三
七
・
九
）
を
発
表
し
、
奈
良
に
お
け
る
志
賀
直
哉
と
の
交
流
を
軸
と
し
た
奈
良
（
文
学
界
三
八
・
一
一
）
は
芥
川
賞
候
補
に
な
る
。
甥
の
帰
還
（
文
芸
四
・
四
。
の
ち
鹿
造
夫
婦
）
等
を
発
表
。
戦
後
は
、
奈
良
県
民
主
婦
人
団
体
初
代
会
長
に
推
さ
れ
、
婦
人
会
館
や
機
関
紙
婦
人
奈
良
の
発
行
に
尽
力
。
五
一
年
婦
人
会
館
は
落
成
し
た
が
、
後
日
新
知
事
と
の
対
立
、
会
の
分
裂
を
招
き
、
引
退
。
争
い
の
間
に
健
康
状
態
を
悪
く
し
た
。戦
後
は
ほ
と
ん
ど
小
説
の
筆
を
執
れ
な
い
ま
ま
、
六
七
年
、
七
四
歳
で
病
没
。
奈
良
県
婦
人
の
指
導
者
と
し
て
小
菊
を
慕
っ
た
小
菊
会
に
よ
っ
て
、
奈
良
正
暦
寺
に
文
学
碑
が
建
立
さ
れ
、
関
西
文
学
（
七
二
・
五
）
の
池
田
小
菊
特
集
に
遺
稿
小
説
の
神
様
が
掲
載
さ
れ
た
。
主
な
著
書
と
し
て
は
、
教
育
関
係
の
書
と
し
て
、
私
の
教
育
記
録
（
前
出
）、
文
の
指
導
と
其
の
教
室
経
営
（
明
治
図
書
二
七
・
四
）、
子
供
と
綴
方
教
育
（
明
治
図
書
二
九
・
二
）、
教
員
が
家
庭
の
親
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
団
体
生
活
を
営
む
こ
と
を
主
張
し
た
父
母
と
し
て
の
教
室
生
活
（
厚
生
閣
二
九
・
一
）
等
が
あ
る
。
文
学
関
係
の
書
に
、
二
人
の
男
性
が
恋
、
教
育
、
女
権
問
題
等
を
論
じ
て
理
想
の
妻
と
な
る
女
性
が
い
な
い
と
嘆
息
す
る
僕
に
は
娶
る
妻
が
な
い
（
前
出
）、
帰
る
日
（
前
出
）、
来
年
の
春
（
全
国
書
房
、
女
流
作
家
叢
書
、
四
一
・
一
二
）、
か
が
み
（
全
国
書
房
四
二
・
八
）、
奈
良
（
全
国
書
房
四
三
・
九
）、
源
平
争
乱
時
代
の
奈
良
を
舞
台
と
し
た
恋
愛
小
説
東
大
寺
物
語
愛
と
死
（
全
国
書
房
四
七
・
九
）
等
が
あ
る
。
日
本
近
代
文
学
大
事
典
図
説
教
育
人
物
事
典
奈
良
近
代
文
学
事
典
現
代
女
性
文
学
辞
典
日
本
女
性
人
名
辞
典
日
本
女
性
文
学
大
事
典
等
に
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
（
二
）
評
伝
に
、
生
田
幸
平
評
伝
池
田
小
菊
（
私
家
版
八
三
・
三
）
が
あ
り
、
前
出
の
関
西
文
学
に
小
菊
の
特
集
が
あ
る
（
共
に
、
年
譜
あ
り
）。
小
菊
は
文
学
よ
り
も
教
育
の
分
野
で
注
目
さ
れ
、
学
習
研
究
教
育
文
芸
と
い
っ
た
教
育
関
係
雑
誌
掲
載
の
小
菊
の
文
章
も
含
め
て
、
そ
の
授
業
論
、
教
室
の
家
庭
化
、
合
科
学
習
等
が
研
究
さ
れ
、
評
価
さ
れ
て
い
る
（
４
）。
文
学
研
究
と
し
て
は
、
帰
る
日
等
の
論
が
僅
か
に
あ
る
ほ
か
、
─ ─
奈
良
女
子
大
学
に
寄
託
さ
れ
た
、
志
賀
直
哉
や
網
野
菊
の
書
簡
等
小
菊
資
料
の
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
（
５
）。
評
伝
や
文
学
関
係
の
事
典
、
研
究
は
、
帰
る
日
以
前
の
文
章
に
着
目
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
小
菊
は
帰
る
日
以
前
に
、
僕
に
は
娶
る
妻
が
な
い
を
刊
行
し
、
師
範
の
或
る
乙
女
へ
を
読
み
て
（
女
学
世
界
二
・
一
一
）
や
、
奥
む
め
お
の
職
業
婦
人
に
職
業
婦
人
と
い
ふ
女
（
二
三
・
六
）
を
発
表
し
、
後
続
誌
の
婦
人
と
労
働
婦
人
運
動
等
に
も
健
筆
を
揮
っ
て
い
る
。
処
女
地
掲
載
論
文
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
小
菊
の
初
期
の
著
書
に
は
、
教
育
と
文
学
と
が
一
体
化
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
単
行
本
帰
る
日
の
序
に
は
、
子
等
よ
。
お
ゝ
子
等
よ
遠
慮
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ゆ
き
倒
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
、
あ
な
た
だ
け
に
し
か
な
い
、
そ
の
純
真
と
、
正
直
を
、
失
ひ
さ
へ
し
な
い
な
ら
、
人
の
世
の
も
つ
れ
は
、
き
つ
と
、
き
れ
い
に
、
裁
け
る
に
違
ひ
な
い
の
で
す
か
ら
と
い
う
教
え
子
へ
の
詩
の
あ
と
に
、
さ
う
し
た
私
の
心
持
ち
を
、
紀
伊
子
と
い
ふ
黎
明
期
前
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
女
に
盛
つ
て
見
様
と
思
つ
て
、
描
い
た
の
が
こ
の
作
品
で
す
と
あ
る
。
紀
伊
子
が
、
恋
人
と
叔
母
と
の
仲
を
疑
っ
て
煩
悶
し
、
東
京
に
家
出
を
し
、
恋
人
の
迎
え
で
奈
良
に
帰
る
と
い
う
、
こ
の
恋
愛
小
説
に
は
小
学
校
教
師
も
子
ど
も
も
出
て
こ
な
い
。
序
と
本
文
を
結
ぶ
の
は
、
小
菊
の
心
持
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
私
の
教
育
記
録
に
は
、
教
育
論
教
師
篇
に
小
説
創
作
遊
ぶ
男
が
つ
い
て
い
る
。
教
師
篇
に
は
、
帰
る
日
が
恋
愛
小
説
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
恋
愛
の
経
験
の
な
い
一
人
の
教
育
家
の
書
い
た
も
の
と
し
て
は
不
適
切
、
と
い
っ
た
周
囲
の
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
、
教
育
と
い
ふ
職
業
が
、
自
然
に
私
に
小
説
を
か
か
せ
た
の
で
す
と
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
向
け
学
習
の
仕
方
の
手
引
き
私
の
家
（
南
光
社
二
四
・
六
）
や
、
合
科
学
習
の
仕
方
に
よ
る
算
術
問
題
の
作
り
方
と
解
き
方
（
文
明
社
出
版
部
二
四
・
一
二
）
と
い
っ
た
著
書
に
も
、
巻
末
に
は
童
話
（
６
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
小
菊
は
、
志
賀
直
哉
の
直
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
小
菊
の
小
説
は
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
い
、
本
当
の
教
育
と
は
何
か
を
追
求
し
た
、
教
育
と
渾
然
一
体
と
な
っ
た
心
持
ち
か
ら
書
か
れ
始
め
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
（
７
）。
（
三
）
小
説
僕
に
は
娶
る
妻
が
な
い
（
前
出
）
は
、
時
事
新
報
（
同
・
六
・
二
一
）
批
評
と
紹
介
欄
に
、
一
種
の
女
性
観
を
説
話
的
に
も
の
せ
り
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
帰
る
日
の
連
載
に
つ
い
て
は
、
評
伝
池
田
小
菊
（
前
出
）
に
、
連
載
予
定
の
菊
池
寛
の
都
合
が
急
に
悪
く
な
り
、
大
正
十
一
年
の
朝
日
新
聞
社
の
長
編
小
説
懸
賞
募
集
で
、
佳
作
と
な
っ
た
小
菊
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
小
菊
は
近
親
に
死
別
し
た
人
間
の
悩
み
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
が
四
年
前
に
大
阪
朝
日
新
聞
の
懸
賞
小
説
募
集
へ
出
し
て
佳
作
に
入
選
し
た
女
で
し
た
。
そ
れ
に
力
を
得
て
昨
年
帰
る
日
を
書
い
た
の
で
す
と
書
い
て
い
る
（
初
め
て
小
説
を
書
い
た
動
機
、
主
婦
之
友
二
六
・
三
）。
大
阪
朝
日
新
聞
に
大
正
十
一
年
九
月
十
五
日
迄
に
集
つ
た
懸
賞
長
編
小
説
の
佳
作
と
数
へ
て
よ
い
も
の
一
六
篇
の
名
の
中
に
は
確
か
に
女
が
あ
る
（
大
阪
朝
日
新
聞
二
三
・
九
・
二
）。
帰
る
日
の
予
告
に
は
、
作
者
は
、
此
一
篇
を
以
て
文
壇
に
晴
れ
や
か
な
デ
ビ
ユ
を
為
す
べ
き
隠
れ
た
一
女
性
─ ─
で
、
現
に
奈
良
女
子
高
等
師
範
附
属
小
学
校
に
訓
導
と
し
て
特
別
級
を
担
当
し
つ
ゝ
あ
る
人
、
い
は
ゆ
る
私
小
説
イ
ヒ
ロ
マ
ン
の
形
式
に
よ
る
可
憐
な
恋
物
語
と
あ
る
（
東
京
大
阪
朝
日
新
聞
二
五
・
四
・
三
）。
帰
る
日
連
載
前
の
東
京
大
阪
朝
日
新
聞
に
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
一
万
五
千
号
記
念
懸
賞
当
選
映
画
劇
大
地
は
微
笑
む
（
吉
田
百
助
二
五
・
一
・
一
四
・
三
）
が
連
載
さ
れ
、
帰
る
日
連
載
終
了
後
は
菊
池
寛
第
二
の
接
吻
が
続
い
た
。
な
お
帰
る
日
出
版
記
念
会
が
か
ね
て
小
菊
さ
ん
と
相
識
る
奥
む
め
を
、
宇
野
千
代
、
鷹
野
つ
ぎ
、
伊
福
部
け
い
子
、
河
崎
夏
子
さ
ん
等
が
発
起
人
と
な
っ
て
計
画
さ
れ
（
読
売
新
聞
二
五
・
八
・
七
最
近
の
池
田
小
菊
さ
ん
の
写
真
入
）、
九
月
一
二
日
に
開
か
れ
た
。
菊
池
寛
、
新
居
格
、
宇
野
千
代
、
吉
屋
信
子
ら
が
挨
拶
し
、
小
菊
は
私
も
今
ま
で
に
女
ら
し
い
恋
を
二
度
三
度
お
ぼ
え
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
教
育
者
と
云
ふ
観
念
の
た
め
に
、
こ
の
心
の
叫
び
も
押
さ
へ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
三
十
三
に
な
る
今
日
ま
で
人
の
心
の
温
か
さ
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
私
は
こ
の
意
味
で
教
育
界
を
う
ら
ん
で
ゐ
る
。
私
が
教
育
者
で
あ
り
な
が
ら
恋
愛
小
説
を
書
い
た
と
云
ふ
の
は
、
日
本
の
教
員
達
が
之
に
よ
つ
て
人
間
と
し
て
め
ざ
め
て
も
ら
ひ
た
い
為
、
私
は
芸
術
と
教
育
を
一
致
さ
せ
る
為
に
今
後
も
尚
ほ
奈
良
師
範
に
ゐ
て
創
作
の
方
面
に
歩
み
を
続
け
て
行
き
ま
す
と
語
っ
た
（
二
五
・
九
・
一
五
。
会
の
写
真
入
）。
帰
る
日
は
、
新
時
代
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
神
経
や
心
情
の
女
性
独
性
の
純
粋
な
詩
が
気
持
よ
く
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
わ
た
し
は
そ
の
意
味
で
こ
の
作
品
を
高
く
評
価
し
た
い
と
思
ふ
（
木
蘇
穀
最
近
の
長
編
小
説
を
読
む
新
潮
二
六
・
二
）、
ど
こ
ま
で
も
老
熟
し
た
上
手
さ
が
あ
つ
た
と
思
ふ
（
生
田
花
世
こ
の
頃
の
女
流
作
家
近
代
日
本
婦
人
文
芸
女
流
作
家
群
像
所
収
）
等
と
評
さ
れ
た
。
広
津
和
郎
編
現
代
文
学
代
表
作
全
集
第
５
巻
（
万
里
閣
四
八
・
七
）
に
小
菊
の
鹿
造
夫
婦
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
四
）
処
女
地
１
号
一
九
二
二
〔
大
〕
・
四
池
田
こ
ぎ
く
時
代
の
要
求
す
る
新
し
い
女
（
一
）
処
女
地
２
号
一
九
二
二
〔
大
〕
・
五
池
田
小
菊
時
代
の
要
求
す
る
新
し
い
女
（
続
）
（
一
）
は
新
し
い
女
の
問
題
を
、
結
婚
問
題
教
育
問
題
職
業
問
題
権
利
問
題
に
分
け
て
論
じ
、
婦
人
自
身
の
目
覚
め
を
喚
起
す
る
。（
続
）
は
、
女
性
が
益
ゝ
女
性
的
に
伸
び
る
こ
と
に
理
想
を
見
、
狂
ひ
廻
る
者
を
グ
ツ
ト
抱
ま
し
め
て
、
ね
ん
歌
を
歌
つ
て
、
た
た
き
つ
け
て
寝
か
せ
る
、
母
性
の
強
さ
の
あ
る
新
し
い
女
を
要
求
し
て
い
る
（
私
の
教
育
記
録
の
婦
人
問
題
の
問
題
に
、
男
に
対
す
る
女
の
力
が
同
様
の
表
現
で
表
さ
れ
て
い
る
）。
処
女
地
の
頃
は
、
小
菊
の
生
涯
の
中
で
、
前
年
四
月
に
兄
が
急
死
、
同
年
七
月
に
父
が
、
翌
年
一
一
月
に
母
が
共
に
風
邪
か
ら
没
し
た
、
近
親
者
の
死
が
相
次
ぎ
は
じ
め
た
時
期
に
あ
た
る
。
父
の
死
の
た
め
か
、
処
女
地
掲
載
論
文
は
四
、
五
月
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
男
性
と
は
異
質
の
女
性
と
し
て
の
新
し
い
女
を
要
求
す
る
掲
載
論
文
の
主
張
は
、
小
菊
の
他
の
著
書
の
主
張
と
重
な
り
、
小
菊
が
戦
後
、
婦
人
運
動
に
進
む
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
処
女
地
の
数
年
後
に
小
菊
は
、
藤
村
の
行
き
か
た
へ
の
違
和
感
を
書
─ ─
い
て
い
る
。
藤
村
氏
は
私
の
好
き
な
作
家
の
一
人
だ
が
、
今
度
の
藤
村
集
（
新
潮
社
現
代
小
説
全
集
第
九
巻
二
五
・
五
）
に
限
つ
て
読
む
気
が
し
な
い
、
冒
頭
の
障
子
と
い
ふ
も
の
は
面
白
味
の
多
い
。
好
ま
し
い
も
の
だ
と
い
う
一
節
（
後
の
新
片
町
よ
り
新
潮
社
一
三
・
四
所
収
障
子
の
口
絵
自
筆
原
稿
）、
障
子
を
眺
め
て
う
れ
し
が
つ
て
ゐ
る
、
静
か
な
そ
の
言
葉
が
、
私
の
要
求
に
ぴ
つ
た
り
こ
な
か
つ
た
、
あ
ら
ゆ
る
醜
い
も
の
の
争
闘
の
渦
中
へ
、
私
と
い
ふ
こ
の
人
間
を
な
げ
つ
け
て
、
血
み
ど
ろ
に
な
つ
て
狂
つ
て
ゐ
る
、
そ
の
私
の
相
を
、
じ
つ
と
見
つ
め
て
、
人
よ
り
は
一
日
で
も
余
計
長
生
き
の
出
来
る
や
う
、
人
よ
り
は
一
つ
で
も
よ
け
い
に
幸
福
を
拾
へ
る
様
に
と
、
そ
の
い
き
さ
つ
を
、
裁
い
て
行
く
の
が
、
今
の
人
間
の
相
で
あ
り
、
一
枚
の
障
子
に
、
こ
の
大
切
な
私
と
い
ふ
人
間
を
な
げ
つ
け
て
し
み
じ
み
し
た
気
持
ち
で
見
つ
め
て
い
ら
れ
た
の
は
世
界
が
斯
う
ま
で
狭
く
な
か
つ
た
時
代
の
人
間
の
楽
し
み
だ
つ
た
、
世
に
逆
つ
て
く
れ
る
創
造
人
に
教
え
子
を
育
て
た
い
と
書
く
の
で
あ
る
（
私
の
教
育
記
録
所
収
。
一
部
婦
人
と
労
働
二
五
・
八
掲
載
の
時
代
に
逆
ふ
も
の
）。
三
、
川
島
つ
ゆ
〔
川
島
つ
ゆ
子
〕
（
一
）
一
八
九
二
・
一
・
一
一
九
七
二
・
七
・
二
四
。
埼
玉
県
忍
町
行
田
（
現
熊
谷
市
）
生
ま
れ
。
浅
草
に
育
つ
。
本
名
、
沼
田
以い
志し
。
旧
姓
川
島
。
東
京
三
輪
田
高
女
卒
業
後
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
味
等
に
短
編
、
短
歌
、
俳
句
を
発
表
。
沼
波
瓊
音
・
勝
峰
晋
風
な
ど
に
就
い
て
俳
諧
を
研
究
。
一
茶
の
注
釈
研
究
が
現
れ
始
め
た
大
正
末
に
一
茶
俳
句
新
釈
（
川
島
露
石
著
紅
玉
堂
書
店
二
六
・
一
）
を
著
し
、
同
年
七
月
早
稲
田
文
学
の
一
茶
百
年
記
念
号
に
江
戸
時
代
の
一
茶
を
書
い
て
、
女
流
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
た
。
一
九
二
八
年
創
刊
、
松
原
地
蔵
尊
主
宰
の
境
地
同
人
。
武
蔵
野
の
自
然
・
人
文
研
究
を
す
る
武
蔵
野
会
に
紅
一
点
で
参
加
し
て
、
山
中
共
古
（
山
中
笑えむ
）
ら
の
話
を
聞
き
（
８
）、
武
蔵
野
等
に
寄
稿
。
三
一
年
創
刊
の
句
と
評
論
に
も
関
係
し
、
藤
田
初
巳
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
三
三
年
紋
章
学
者
の
沼
田
頼
輔
と
結
婚
す
る
が
、
翌
年
死
別
。
社
会
主
義
者
の
石
川
三
四
郎
や
新
内
節
の
岡
本
文
弥
と
も
親
交
が
あ
っ
た
（
９
）。
在
野
の
研
究
者
で
あ
っ
た
が
、
五
一
年
別
府
女
子
大
学
教
授
と
な
り
、
そ
の
後
六
六
年
ま
で
別
府
大
学
（
改
称
）
教
授
を
つ
と
め
た
後
、
梅
光
女
学
院
大
学
教
授
。
八
歳
で
縊
死
。
女
性
俳
文
学
研
究
者
の
草
分
け
的
存
在
。
主
な
研
究
書
に
、
藤
村
と
勝
峰
晋
風
と
が
序
文
を
書
い
た
一
茶
俳
句
新
釈
（
前
出
）、
一
茶
の
種
々
相
（
相
馬
御
風
序
文
春
秋
社
二
八
・
七
）、
上
梓
に
六
年
を
費
や
し
た
芭
蕉
七
部
集
俳
句
鑑
賞
（
春
秋
社
四
・
一
一
）、
加
賀
の
千
代
女
（
小
学
館
四
二
・
一
）、
一
茶
（
春
秋
社
四
六
・
九
）、
新
註
お
ら
が
春
（
明
治
書
院
五
四
・
五
）、
お
ら
が
春
新
解
（
明
治
書
院
五
五
・
五
）、
女
流
俳
人
（
明
治
書
院
五
七
・
一
一
）、
日
本
古
典
文
学
大
系
第
蕪
村
集
一
茶
集
（
岩
波
書
店
五
九
・
四
）
の
一
茶
集
の
校
注
等
が
あ
る
ほ
か
、
良
寛
（
小
学
館
ジ
ュ
ニ
ア
版
伝
記
全
集
六
四
・
六
）
や
一
茶
、
千
代
女
、
芭
蕉
に
つ
い
て
の
少
年
少
女
向
け
読
み
物
等
が
あ
る
。
ま
た
創
作
集
と
し
て
、
詩
歌
句
集
は
ま
瑰なす
（
境
地
発
行
所
二
七
・
九
）、
歌
集
銀
の
壷
（
金
子
元
臣
序
文
。
交
蘭
社
三
五
・
七
）、
随
筆
集
カ
ン
ナ
の
か
ぶ
り
（
別
府
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
六
・
二
）
等
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
つ
ゆ
の
教
え
子
で
共
同
─ ─
生
活
者
で
あ
っ
た
女
性
史
研
究
者
の
古
庄
ゆ
き
子
編
に
よ
る
紫
匂
う
川
島
つ
ゆ
遺
稿
集
（
七
三
・
七
）、
大
震
災
直
面
記
川
島
つ
ゆ
遺
稿
第
２
集
（
七
四
・
七
）、
春
の
草
川
島
つ
ゆ
遺
稿
第
３
集
（
七
五
・
七
）
が
あ
る
。
日
本
近
代
文
学
大
事
典
現
代
俳
句
大
辞
典
島
崎
藤
村
事
典
日
本
女
性
人
名
辞
典
詩
歌
人
名
事
典
等
に
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
（
二
）
古
庄
ゆ
き
子
氏
が
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞
を
取
っ
た
時
に
書
い
た
断
想
川
島
つ
ゆ
先
生
（
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
編
こ
こ
ろ
を
言
葉
に
エ
ッ
セ
イ
の
た
し
な
み
集
英
社
二
七
・
七
）
に
、
つ
ゆ
の
生
涯
が
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
、
教
師
に
な
る
気
は
全
く
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
先
生
の
講
義
は
教
科
書
風
で
な
く
、
鮮
度
の
高
い
内
容
で
人
気
が
高
か
っ
た
と
あ
る
。
古
庄
氏
は
、
つ
ゆ
の
遺
稿
集
、
故
川
島
つ
ゆ
著
作
目
録
（
大
正
七
年
昭
和
四
五
年
。
別
府
大
学
所
蔵
）、
川
島
つ
ゆ
著
作
目
録
大
正
期
昭
和
二
十
年
（
梅
光
女
学
院
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
国
文
学
研
究
一
九
七
三
・
一
一
）
も
編
ん
で
い
る
。
（
三
）
つ
ゆ
は
、
花
世
の
女
流
戯
曲
家
と
女
流
俳
人
（
昭
和
四
年
記
）
（
近
代
日
本
婦
人
文
芸
女
流
作
家
群
像
所
収
）
に
名
を
あ
げ
ら
れ
た
五
名
の
現
在
の
女
俳
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。
ま
た
当
時
か
ら
、
連
句
注
釈
の
盛
行
に
対
し
て
俳
句
（
発
句
）
の
注
釈
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
、
つ
ゆ
の
芭
蕉
七
部
集
俳
句
鑑
賞
に
よ
つ
て
芭
蕉
俳
諧
の
面
目
は
ほ
ゞ
遺
憾
な
く
窺
は
れ
る
と
言
つ
て
よ
か
ら
う
。
著
者
が
女
性
の
身
で
長
い
学
究
的
努
力
に
耐
へ
、
し
か
も
七
部
集
の
研
究
中
最
も
不
備
な
部
分
に
見
事
な
新
開
拓
を
試
み
た
こ
と
を
、
こ
ゝ
に
深
く
喜
ば
ず
に
居
ら
れ
な
い
（
潁
原
退
蔵
芭
蕉
七
部
集
俳
句
鑑
賞
朝
日
新
聞
四
一
・
一
・
一
七
）
等
と
評
さ
れ
た
。
現
在
で
も
お
ら
が
春
新
解
は
、
連
句
の
評
釈
を
試
み
た
今
日
な
お
活
用
さ
れ
る
名
著
（
矢
羽
勝
幸
一
茶
大
事
典
大
修
館
書
店
九
三
・
七
）
等
と
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
つ
ゆ
は
、
命
を
す
り
へ
ら
さ
な
い
仕
事
が
、
こ
の
世
に
あ
ろ
う
と
は
思
わ
れ
な
い
（
カ
ン
ナ
の
か
ぶ
り
前
出
）
と
書
く
研
究
者
で
あ
る
。
女
性
研
究
者
の
不
遇
時
代
を
、
一
茶
俳
句
新
釈
の
自
著
を
手
に
し
た
瞬
間
、
処
女
出
版
の
よ
ろ
こ
び
も
な
か
ば
ふ
っ
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。
背
文
字
も
ト
ビ
ラ
も
川
島
露
石
著
と
な
っ
て
い
る
。
露
石
と
は
連
句
の
け
い
こ
の
と
き
に
用
い
た
名
で
は
あ
る
女
性
の
著
書
は
売
れ
な
か
ろ
う
と
い
う
思
惑
か
ら
で
あ
っ
た
。
私
、
と
い
う
よ
り
も
一
世
代
前
の
女
は
、
こ
の
よ
う
な
道
を
歩
ま
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
（
紫
匂
う
前
出
）。
逆
に
読
売
新
聞
婦
人
欄
で
は
、
雑
草
愛
か
ら
優
し
い
労
働
者
の
友
一
茶
研
究
の
著
書
さ
へ
あ
る
独
身
の
婦
人
俳
人
川
島
つ
ゆ
子
さ
ん
（
雑
草
の
中
で
句
作
に
ふ
け
る
川
島
つ
ゆ
子
さ
ん
の
写
真
入
。
二
六
・
九
・
一
六
）、
猫
み
た
い
な
私
妻
あ
る
人
に
恋
さ
れ
生
涯
を
句
作
に
女
流
俳
人
川
島
つ
ゆ
女
史
（
机
に
も
た
れ
た
女
流
俳
人
の
写
真
入
。
二
七
・
一
一
・
七
）
と
、著
書
刊
行
の
際
等
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
批
評
と
紹
介
銀
の
壷
（
写
真
入
。
三
五
・
八
・
二
八
）
に
は
故
沼
田
頼
輔
博
士
の
夫
人
と
あ
る
。
婦
人
欄
の
関
心
は
、
女
流
の
名
士
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
（
四
）
処
女
地
８
号
一
九
二
二
〔
大
〕
・
一
一
貧
し
い
支
那
皿
（
短
編
）
Ａ
氏
の
見
送
り
に
は
じ
ま
る
、
い
く
つ
か
の
別
れ
を
─ ─
描
く
。
前
半
部
分
は
安
孫
子
理
兵
衛
思
い
出
（
安
孫
子
理
兵
衛
思
い
出
刊
行
会
不
二
印
刷
七
一
・
九
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
二
一
年
に
安
孫
子
理
兵
衛
氏
が
日
本
読
書
協
会
の
特
派
員
と
し
て
ド
イ
ツ
に
出
発
す
る
時
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
ら
し
い
。
処
女
地
９
号
一
九
二
二
〔
大
〕
・
六
・
一
二
目
標
の
な
い
生
活
筆
に
対
す
る
妄
執
さ
へ
な
か
つ
た
ら
妻
と
も
呼
ば
れ
ず
母
と
も
呼
ば
れ
ず
、
何
の
纏
つ
た
智
識
を
得
る
こ
と
も
せ
ず
、
身
を
過
す
だ
け
の
職
業
を
持
た
な
い
や
う
な
十
年
に
近
い
日
を
送
り
得
た
ら
う
か
、
こ
の
頃
私
は
し
み
と
芭
蕉
の
境
地
が
考
へ
た
く
な
る
。
芭
蕉
は
一
味
の
俳
諧
に
流
れ
る
あ
の
堪
ら
な
い
面
白
さ
の
た
め
に
生
涯
を
擲
つ
て
丁
つ
た
、
終
に
無
能
無
才
に
し
て
こ
の
一
筋
に
つ
な
が
る
と
、
あ
の
詠
歎
な
歌
は
私
を
悲
し
ま
せ
る
、
私
は
如
何
し
て
生
き
て
行
つ
た
ら
よ
い
の
だ
ら
う
。
何
処
に
私
の
生
の
意
義
が
あ
る
の
だ
ら
う
と
い
う
文
章
は
、
俳
文
学
研
究
者
に
な
る
つ
ゆ
を
予
測
さ
せ
る
。
処
女
地
号
一
九
二
三
﹇
大
﹈
・
一
瓜
の
花
（
短
編
）
処
女
地
号
一
九
二
三
﹇
大
﹈
・
一
お
ば
さ
ん
（
詩
）
瑰
に
収
録
さ
れ
た
。
つ
ゆ
が
俳
諧
注
釈
の
仕
事
を
始
め
た
の
は
、
処
女
地
終
刊
年
九
月
に
お
き
た
関
東
大
震
災
後
の
こ
と
で
あ
る
。
住
居
の
本
所
横
網
町
は
震
災
被
害
の
甚
大
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
つ
ゆ
は
バ
ラ
ッ
ク
住
ま
い
の
六
年
間
に
、
勝
峰
晋
風
の
す
す
め
で
一
茶
俳
句
新
釈
、
瑰
、
相
馬
御
風
の
す
す
め
で
一
茶
種
々
相
を
世
に
出
し
た
。
一
茶
俳
句
新
釈
に
は
、
震
災
後
特
に
暗
い
日
が
続
い
た
、
私
は
既
に
小
さ
な
自
分
自
身
を
書
き
現
す
と
い
ふ
だ
け
の
仕
事
に
興
味
を
失
ひ
か
け
て
居
た
。
然
も
、
私
は
何
か
し
な
け
れ
ば
居
ら
れ
な
か
つ
た
。
何
等
か
の
方
法
の
下
に
仕
事
を
持
た
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
境
遇
で
も
あ
つ
た
、
仄
な
光
を
見
る
心
地
で
、
こ
の
不
馴
な
仕
事
に
向
か
っ
た
、
と
あ
る
（
自
序
及
び
一
茶
の
郷
里
へ
）。
処
女
地
掲
載
作
品
は
、
小
さ
な
自
分
自
身
を
書
き
現
す
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
書
く
こ
と
が
、
当
時
の
つ
ゆ
に
と
っ
て
は
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ゆ
は
俳
諧
研
究
の
傍
ら
、
短
編
も
書
き
続
け
た
。
こ
と
に
鼠
色
の
外
套
（
女
人
芸
術
二
九
・
九
）
は
貧
し
い
支
那
皿
（
処
女
地
）
後
半
と
同
場
面
を
描
い
て
い
る
。
藤
村
と
つ
ゆ
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
二
箱
の
苺
藤
村
と
私
（
藤
村
研
究
風
雪
（
５
）
七
三
・
九
）
に
詳
し
い
。
藤
村
は
、
快
く
引
き
受
け
た
一
茶
俳
句
新
釈
序
文
（
市
井
に
あ
り
て
岩
波
書
店
三
・
一
所
収
）
に
お
い
て
新
釈
が
世
に
公
に
さ
れ
る
ま
で
の
著
者
の
苦
心
と
準
備
を
汲
み
取
り
、
慰
問
袋
（
改
造
三
一
・
四
、
藤
村
全
集
第
十
三
巻
筑
摩
書
房
六
七
・
九
所
収
）
で
芭
蕉
七
部
集
俳
句
鑑
賞
を
丁
寧
に
評
し
、
作
者
の
精
進
を
評
価
し
た
。
紙
の
配
給
事
情
が
混
沌
と
し
て
い
た
戦
時
下
に
春
秋
社
の
前
社
長
神
田
豊
穂
氏
が
芭
蕉
七
部
集
俳
句
鑑
賞
の
出
版
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
こ
と
、
仕
事
そ
の
も
の
の
価
値
を
問
う
に
値
す
る
と
い
う
編
集
担
当
者
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
藤
村
が
序
文
を
承
諾
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
ゆ
が
序
文
辞
退
を
申
し
出
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ゆ
は
我
々
の
思
ふ
ほ
ど
芭
蕉
が
枯
れ
切
つ
た
人
で
な
く
、
ま
だ
十
分
の
野
心
も
あ
り
、
衒
学
的
な
域
を
全
く
出
ぬ
け
切
つ
て
い
な
か
つ
た
と
、
奥
の
細
道
の
あ
く
を
論
じ
た
。
そ
の
論
文
末
尾
に
は
、
次
の
─ ─
よ
う
に
あ
る
（
芭
蕉
の
あ
く
、
書
物
展
望
四
三
・
一
。
カ
ン
ナ
の
か
ぶ
り
所
収
文
に
は
異
同
あ
り
）。
こ
の
稿
を
継
ぎ
な
が
ら
切
に
思
起
さ
れ
る
の
は
、
昨
年
の
春
満
開
の
桜
に
風
の
強
く
当
る
日
、
大
磯
に
藤
村
先
生
を
お
た
づ
ね
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
先
生
は
私
の
顔
を
御
ら
ん
に
な
る
と
、
直
ぐ
俳
諧
に
関
す
る
お
話
を
な
さ
る
の
で
あ
つ
た
が
奥
の
細
道
の
あ
く
に
及
ぶ
と
、
老
文
豪
の
前
に
あ
り
な
が
ら
も
、
私
は
自
然
に
言
葉
の
激
し
て
来
る
の
を
如
何
し
よ
う
に
も
な
か
つ
た
。（
中
略
）
特
色
の
あ
る
静
か
な
微
笑
を
も
ら
さ
れ
た
。
奥
の
細
道
の
書
か
れ
た
当
時
の
芭
蕉
の
年
令
を
考
へ
て
御
ら
ん
な
さ
い
。
あ
く
が
あ
つ
て
も
無
理
は
な
い
。
私
な
ぞ
七
十
に
な
つ
て
も
未
だ
あ
く
が
抜
け
切
ら
な
い
。
私
は
何
も
言
へ
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
そ
し
て
、
私
の
筆
も
最
早
動
か
な
く
な
つ
た
。
手
あ
ぶ
り
を
隔
て
ゝ
お
話
し
た
そ
の
同
じ
書
斎
に
安
置
さ
れ
た
先
生
の
御
遺
骸
に
お
別
れ
を
告
げ
た
の
は
、
つ
い
半
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。
何
時
も
何
処
か
し
ら
、
あ
の
澄
ん
だ
深
い
目
で
蟻
の
や
う
な
私
の
歩
み
を
じ
つ
と
見
つ
め
て
い
て
下
さ
る
よ
う
な
先
生
で
も
あ
つ
た
。
現
代
に
お
い
て
芭
蕉
を
彷
彿
さ
せ
る
た
つ
た
ひ
と
り
の
人
で
も
あ
つ
た
。
専
門
家
以
外
の
、
否
、
専
門
家
で
な
い
だ
け
に
、
一
層
深
く
芭
蕉
の
心
に
歩
み
入
つ
て
ゐ
ら
れ
る
先
生
で
も
あ
つ
た
。
芭
蕉
に
つ
い
て
語
り
、
芭
蕉
に
つ
い
て
聞
い
て
頂
き
た
い
た
つ
た
ひ
と
り
の
人
を
喪
つ
た
の
で
あ
る
。
思
出
の
中
に
先
生
を
し
の
ぶ
に
は
、
私
の
悲
し
み
は
未
だ
あ
ま
り
に
生
々
し
い
。
四
、
澤
ゆ
き
〔
澤
ゆ
き
子
〕
（
一
）
一
八
九
四
・
二
・
一
五
（
実
際
に
は
九
三
年
）
一
九
七
二
・
一
一
・
二
九
。
茨
城
県
稲
敷
郡
茎
崎
村
小
茎
（
現
、
茎
崎
町
小
茎
）
生
ま
れ
。
本
名
、
飯
野
ゆ
き
。
旧
姓
相
澤
。
牛
久
沼
畔
に
あ
る
酒
造
家
に
生
ま
れ
、
沼
に
親
し
ん
で
育
つ
。
一
九
五
年
、
単
身
上
京
し
て
親
戚
に
寄
寓
。
八
年
、
技
芸
学
校
（
現
共
立
女
子
大
学
）
に
入
学
し
、
一
一
年
卒
業
後
、
帰
郷
。
一
一
月
森
外
を
訪
ね
る
。
外
と
の
書
簡
の
や
り
と
り
（
）か
ら
は
、
ゆ
き
が
ド
イ
ツ
語
を
学
び
、
詩
人
と
し
て
の
修
業
を
つ
み
た
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
四
年
、
親
の
決
め
た
竜
ケ
崎
町
（
市
）
の
飯
野
保
平
と
婚
姻
届
出
。
保
平
は
九
人
兄
弟
の
長
男
で
、
飯
野
家
は
使
用
人
の
多
い
酒
造
家
。
処
女
に
投
稿
し
た
詩
を
選
者
の
川
路
柳
虹
に
認
め
ら
れ
、
川
路
柳
虹
に
師
事
し
、
詩
集
孤
独
の
愛
（
川
路
柳
虹
序
文
。
曙
光
詩
社
二
一
・
四
）
を
出
版
し
て
女
流
詩
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
川
路
柳
虹
主
宰
現
代
詩
歌
、
炬
火
た
い
ま
つ
同
人
、
詩
話
会
日
本
詩
集
同
人
と
な
り
、
詩
聖
、
日
本
詩
人
等
で
活
躍
。
佐
藤
惣
之
助
主
宰
詩
の
家
嵐
、
佐
藤
清
詩
声
同
人
。
服
部
嘉
香
主
宰
現
代
詩
文
、
詩
神
、
地
上
楽
園
、
日
本
詩
壇
等
に
も
積
極
的
に
詩
を
発
表
し
た
。
七
九
歳
で
死
去
。
詩
集
に
孤
独
の
愛
（
前
出
）、
沼
（
一
）（
黎
明
社
六
二
・
六
）、
増
補
版
孤
独
の
愛
（
竹
頭
社
六
六
・
五
）、
沼
（
二
）（
ポ
エ
ム
社
六
七
・
一
）、
浮
草
（
光
風
社
七
一
・
四
）
が
あ
る
。
吉
田
登
美
穂
編
澤
ゆ
き
全
詩
集
沼
の
詩
人
（
竜
文
ブ
ッ
ク
ス
九
二
・
八
）
は
、
こ
れ
ら
─ ─
の
詩
集
を
一
冊
に
集
め
、
小
伝
、
澤
ゆ
き
詩
碑
建
立
関
係
記
事
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
大
正
文
学
美
術
人
名
辞
書
日
本
近
代
文
学
大
事
典
島
崎
藤
村
事
典
日
本
女
性
人
名
辞
典
詩
歌
人
名
事
典
等
に
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
（
二
）
評
伝
に
、
吉
田
登
美
穂
編
沼
の
詩
人
沢
ゆ
き
（
筑
波
書
林
、
ふ
る
さ
と
文
庫
八
四
・
一
）、
小
野
孝
尚
詩
人
澤
ゆ
き
の
世
界
（
筑
波
書
林
九
一
・
三
。
年
譜
あ
り
）
等
が
あ
る
。
沼
の
詩
人
沢
ゆ
き
に
紹
介
さ
れ
た
甥
の
飯
塚
勲
の
回
想
に
仕
事
が
終
っ
た
夜
更
け
に
、
こ
っ
そ
り
と
机
に
向
っ
て
読
書
を
し
、
詩
作
し
、
や
か
ま
し
い
姑
の
目
に
と
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
便
所
の
中
の
ろ
う
そ
く
の
灯
の
下
で
、
ま
た
風
呂
を
焚
く
と
き
の
か
す
か
な
明
り
で
、
詩
の
原
稿
を
書
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
と
、
後
年
語
っ
て
く
れ
た
詩
人
た
ち
や
雑
誌
社
か
ら
の
通
信
が
繁
く
な
る
に
つ
れ
て
、
姑
や
夫
の
不
快
を
か
い
、
叔
母
は
や
む
な
く
実
家
の
親
戚
で
あ
る
近
く
の
藤
橋
家
に
郵
便
の
宛
先
を
変
え
、
藤
橋
家
の
人
が
そ
の
郵
便
物
を
こ
っ
そ
り
叔
母
に
届
け
る
よ
う
は
か
ら
っ
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
あ
る
。
ゆ
き
は
詩
作
を
続
け
る
一
方
で
、
病
気
が
ち
な
夫
（
四
三
年
死
去
）
を
支
え
、
三
男
三
女
を
育
て
（
次
男
福
二
郎
は
四
五
年
戦
死
）、
商
家
の
嫁
と
し
て
姑
（
五
年
死
去
）
に
も
人
一
倍
つ
か
え
た
ら
し
い
。
な
お
、
詩
人
澤
ゆ
き
の
世
界
に
三
男
と
三
女
の
育
児
と
家
事
に
追
わ
れ
る
生
活
（
三
一
五
年
）
と
あ
る
間
も
ゆ
き
は
、
日
本
詩
壇
、
婦
人
文
芸
等
に
詩
を
発
表
し
て
い
る
。
十
九
を
抱
い
た
な
だ
ら
か
な
沼
よ
あ
が
き
を
止
め
た
十
九
の
命
を
沼
へ
お
き
人
妻
に
変
っ
た
私
の
屍
に
そ
れ
か
ら
の
太
陽
は
色
あ
せ
た
生
き
な
が
ら
死
ん
で
凡
て
が
仇
な
消
滅
に
急
ぐ
時
屍
を
虚
妄
に
懸
け
仮
装
の
私
は
い
つ
わ
り
に
生
き
た
（
中
略
）
七
十
を
過
ぎ
て
今
も
沼
に
お
い
た
十
九
の
孤
独
に
恋
す
る
（
永
遠
の
恋
沼
（
二
）
所
収
）
等
の
詩
を
見
て
も
、明
治
時
代
に
一
九
歳
で
親
の
決
め
た
結
婚
を
強
い
ら
れ
、
詩
へ
の
志
を
く
じ
け
さ
せ
ら
れ
た
無
念
が
諦
念
と
な
り
詩
情
に
ま
で
な
る
ま
で
の
苦
闘
が
し
の
ば
れ
る
。
（
三
）
孤
独
の
愛
の
川
路
柳
虹
序
に
は
、
澤
ゆ
き
子
君
は
優
し
い
心
を
も
つ
た
女
性
だ
。そ
の
詩
は
最
も
な
だ
ら
か
な
感
情
の
波
に
の
つ
て
、
夢
の
や
う
な
、
月
光
の
下
に
嘘
唏
す
る
噴
泉
の
や
う
な
微
妙
な
旋
律
と
色
調
を
も
つ
て
ゐ
る
私
の
推
奨
す
る
所
は
実
に
こ
の
詩
集
に
は
女
な
ら
で
は
き
か
れ
ぬ
共
感
と
苦
悩
が
あ
る
こ
と
だ
と
あ
る
。
同
書
出
版
当
時
、
主
婦
と
し
て
働
く
ひ
ま
ひ
ま
に
さ
び
し
く
詩
を
歌
つ
て
ゐ
る
の
だ
と
い
ふ
現
代
詩
歌
創
刊
以
来
の
熱
心
な
女
流
の
一
人
で
多
く
の
女
流
が
次
ぎ
次
ぎ
に
詩
を
離
れ
て
行
く
間
に
強
い
執
着
を
捨
て
ず
に
遂
に
立
派
な
集
を
編
む
ま
で
に
な
つ
た
（
美
し
い
詩
集
を
編
ん
だ
二
人
の
女
流
詩
人
孤
独
の
愛
に
生
き
る
澤
夫
人
と
愛
と
自
由
を
求
む
る
中
田
夫
人
。
新
進
の
二
詩
人
の
写
真
入
。
読
売
新
聞
婦
人
欄
二
一
・
五
・
五
）
と
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
花
世
は
、
澤
ゆ
き
子
さ
ん
の
詩
風
は
ぬ
ひ
と
り
で
あ
る
低
い
さ
ゝ
や
き
、
消
え
が
て
の
夢
、
読
ん
で
ゆ
く
よ
り
も
、
活
字
面
で
、
い
つ
ま
で
も
眺
め
て
ゐ
る
と
沼
の
き
し
の
青
い
葦
の
し
げ
み
の
光
り
の
や
う
で
あ
る
。
気
分
詩
を
つ
く
る
人
と
し
て
は
ユ
ニ
イ
ク
で
あ
ら
う
（
最
近
女
流
文
芸
鳥
瞰
─ ─
図
近
代
日
本
婦
人
文
芸
女
流
作
家
群
像
所
収
）
と
評
し
た
。
ま
た
、
明
治
大
正
文
学
美
術
人
名
辞
書
（
二
六
・
四
、
前
出
）
の
扱
い
は
大
き
く
、
女
史
は
確
か
に
閨
秀
作
家
中
稀
に
み
る
詩
的
天
分
の
持
ち
主
米
澤
順
子
、
高
安
や
す
子
、
中
原
綾
子
等
と
相
並
ん
で
現
代
女
流
詩
人
と
し
て
聞
え
て
ゐ
る
と
し
て
、
夜
ぎ
り
（
孤
独
の
愛
所
収
）
の
第
三
連
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
日
本
現
代
詩
大
系
第
七
巻
（
前
出
）
に
孤
独
の
愛
か
ら
孤
独
の
愛
夜
の
面
ざ
し
か
な
し
み
の
日
ま
ひ
る
の
水
盤
が
収
録
さ
れ
た
。
（
四
）
処
女
地
３
号
一
九
二
二
〔
大
〕
・
六
ふ
け
て
ゆ
く
春
（
詩
）
同
号
常
陸
よ
り
（
お
と
づ
れ
欄
）
に
御
送
付
を
う
け
た
の
は
ま
る
で
夢
の
や
う
で
す
婦
人
ば
か
り
の
し
か
も
立
派
な
雑
誌
が
、
は
な
し
い
生
声
を
上
げ
た
と
云
ふ
事
は
沁
々
心
強
い
現
象
で
す
と
あ
る
。
送
付
に
対
す
る
御
礼
の
し
る
し
に
送
っ
た
詩
と
考
え
ら
れ
る
。
処
女
地
８
号
一
九
二
二
〔
大
〕
・
一
一
霧
の
跡
（
詩
）
藤
村
は
婦
人
の
眼
ざ
め
（
女
性
日
本
人
二
一
・
六
。
飯
倉
だ
よ
り
ア
ル
ス
二
二
・
九
所
収
）
に
、
澤
ゆ
き
子
女
史
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
孤
独
の
愛
一
巻
の
中
に
は
女
詩
人
な
ら
で
は
と
思
は
る
ゝ
詩
が
多
い
と
し
て
や
ま
う
ど
の
一
節
を
引
用
し
、
何
と
い
ふ
女
ら
し
さ
、
溺
れ
易
さ
だ
ら
う
。
こ
れ
ほ
ど
病
的
と
思
は
れ
る
ま
で
に
女
性
自
身
の
深
い
感
覚
を
意
識
し
て
来
た
こ
と
は
、故
一
葉
女
史
の
描
い
た
婦
人
な
ぞ
に
は
見
ら
れ
な
い
と
書
い
た
。
藤
村
と
ゆ
き
に
つ
い
て
は
、
伊
東
一
夫
・
青
木
正
美
編
島
崎
藤
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
三
巻
藤
村
を
め
ぐ
る
女
性
た
ち
（
国
書
刊
行
会
九
八
・
一
一
）
沢
ゆ
き
に
詳
し
い
。
ゆ
き
は
伊
東
氏
に
、
藤
村
の
詩
に
よ
っ
て
詩
作
を
志
す
よ
う
に
な
り
、
若
菜
集
の
若
水
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
慰
め
と
し
、
詩
魂
の
浄
め
と
し
て
き
た
と
伝
え
た
と
い
う
。
結
び
川
島
つ
ゆ
は
加
賀
の
千
代
女
執
筆
に
あ
た
っ
て
封
建
の
世
代
を
背
景
と
し
て
、
身
内
に
何
物
か
を
蔵
す
る
女
性
の
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
孤
独
な
道
が
目
前
に
開
け
て
き
て
、
そ
れ
は
も
う
千
代
女
で
も
な
く
私
で
も
な
か
っ
た
と
書
い
た
（
女
流
俳
人
前
出
）。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
女
性
作
家
四
人
は
、
処
女
地
以
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
知
ら
れ
て
お
り
、
処
女
地
以
降
も
作
家
、
教
育
家
、
女
性
運
動
家
、
俳
諧
研
究
者
、
詩
人
と
し
て
地
道
に
活
躍
し
た
人
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
身
内
に
何
物
か
を
蔵
す
る
女
性
の
孤
独
は
、
当
時
の
社
会
の
中
で
、
四
人
共
が
持
ち
続
け
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
処
女
地
は
、
生
田
花
世
に
と
っ
て
は
、
女
流
文
芸
雑
誌
の
主
流
の
一
つ
と
し
て
も
、
自
ら
の
文
学
生
活
の
一
コ
マ
と
し
て
も
、
確
か
な
位
置
を
占
め
る
雑
誌
で
あ
っ
た
。
池
田
小
菊
が
新
し
い
女
に
つ
い
て
の
当
時
の
自
ら
の
考
え
を
ま
と
め
た
処
女
地
掲
載
論
文
は
、
戦
後
、
小
菊
が
婦
人
運
動
に
入
っ
て
い
く
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
川
島
つ
ゆ
は
、
筆
に
対
す
る
妄
執
か
ら
芭
蕉
の
一
筋
に
思
い
を
寄
せ
る
文
章
を
処
女
地
に
掲
げ
て
、
や
は
り
俳
文
学
研
究
者
に
な
る
素
地
を
感
じ
さ
せ
る
。
処
女
地
以
前
に
出
し
た
詩
集
を
藤
村
に
紹
介
さ
れ
た
澤
ゆ
き
は
、
婦
人
ば
か
り
の
処
女
地
を
心
強
い
と
記
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
に
と
っ
て
、
処
女
地
に
出
会
い
、
そ
の
時
期
に
し
─ ─
か
書
け
な
か
っ
た
文
章
を
書
く
機
会
を
得
た
こ
と
の
意
味
は
、
今
日
考
え
ら
れ
る
よ
り
も
大
き
い
。
当
時
、
婦
人
世
界
（
実
業
之
日
本
社
）、
婦
人
公
論
（
中
央
公
論
社
）
等
の
商
業
誌
は
あ
っ
た
が
、
著
名
で
は
な
い
女
性
の
発
表
機
関
は
乏
し
か
っ
た
。
神
近
市
子
が
、
実
力
が
あ
り
な
が
ら
そ
れ
を
世
に
問
え
な
い
女
性
作
家
を
思
い
せ
め
て
一
つ
だ
け
で
も
い
ゝ
か
ら
前
の
青
鞜
の
や
う
に
ど
ん
な
に
無
名
な
婦
人
で
も
書
い
た
も
の
を
発
表
す
る
こ
と
が
出
来
る
機
関
が
あ
つ
た
ら
、ど
ん
な
に
い
ゝ
だ
ら
う
（
時
感
二
三（
下
）
、
読
売
新
聞
二
七
・
六
・
一
）
と
書
い
て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
書
く
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
、
生
田
花
世
は
ど
う
し
て
生
き
て
い
く
か
と
い
う
問
題
に
ぶ
つ
か
つ
て
、
そ
れ
を
と
つ
つ
か
ま
え
て
、
追
求
す
る
に
は
、
文
学
以
外
に
な
か
つ
た
、
そ
れ
以
外
に
女
の
人
が
自
分
の
道
を
開
く
の
に
は
方
法
が
な
か
つ
た
と
語
っ
て
い
る
（
座
談
会
青
鞜
の
思
い
出
、
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
六
三
・
九
）。
な
お
、
処
女
地
と
女
人
芸
術
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
女
人
芸
術
に
は
、
生
田
花
世
は
も
ち
ろ
ん
、
大
井
さ
ち
子
、
河
井
稲
子
、
田
尻
稲
子
、
埴
原
久
和
代
、
横
瀬
多
喜
、
川
島
つ
ゆ
、
澤
ゆ
き
、
鷹
野
つ
ぎ
、
若
杉
鳥
子
、
若
山
喜
志
子
と
い
っ
た
、
相
当
数
の
処
女
地
の
執
筆
者
が
書
い
て
い
る
。
処
女
地
の
編
集
実
務
を
つ
と
め
、
そ
の
経
歴
を
買
わ
れ
て
後
に
女
人
芸
術
の
編
集
長
と
な
る
素
川
絹
子
〔
加
藤
き
ぬ
子
〕
の
存
在
を
見
落
と
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
両
者
の
結
び
つ
き
の
後
ろ
に
は
、
花
世
の
奔
走
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
横
瀬
夜
雨
か
ら
河
井
醉
茗
に
宛
て
た
書
簡
（
二
八
・
七
・
一
九
）
に
花
世
さ
ん
か
ら
多
喜
子
に
女
人
芸
術
の
原
稿
を
頼
ん
で
来
た
と
あ
る（
搭
影
七
一
・
一
の
友
情
欄
掲
載
）。
多
喜
子
は
詩
人
横
瀬
夜
雨
の
妻
、
花
世
が
処
女
地
上
の
手
紙
文
に
注
目
し
て
い
た
横
瀬
多
喜
で
あ
る
。
花
世
は
処
女
地
以
前
に
す
で
に
青
鞜
の
女
性
執
筆
者
に
対
し
て
ど
う
ぞ
続
い
て
書
い
て
下
さ
い
。
い
ゝ
も
の
が
書
け
る
の
に
書
か
な
く
な
つ
て
了
ふ
多
く
の
女
の
人
の
事
を
思
ふ
と
惜
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
か
ら
と
書
い
て
い
た
（
生
活
と
芸
術
青
鞜
仮
面
、
新
潮
一
五
・
六
・
一
）。
お
そ
ら
く
、
若
い
人
の
世
話
を
よ
く
見
た
面
倒
見
の
い
い
（
）
花
世
は
、
横
瀬
多
喜
宛
と
同
様
の
手
紙
を
か
つ
て
の
処
女
地
同
人
達
に
送
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
本
稿
に
取
り
上
げ
た
四
人
は
必
ず
し
も
処
女
地
だ
け
が
発
表
機
関
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
進
ん
で
処
女
地
に
集
ま
り
、
注
目
さ
れ
る
作
品
や
、
そ
の
後
の
生
涯
を
予
測
さ
せ
る
文
章
を
発
表
し
た
。
花
世
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い
が
、
処
女
地
が
、
女
流
文
芸
雑
誌
の
主
流
と
し
て
、
女
人
芸
術
と
い
っ
た
よ
う
な
後
続
雑
誌
に
つ
な
が
り
、
女
流
作
家
群
像
を
つ
く
る
一
つ
の
機
会
を
つ
く
っ
た
こ
と
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
〔
注
〕
（
１
）
明
治
大
正
文
学
美
術
人
名
辞
書
（
松
本
龍
之
助
編
立
川
文
明
堂
一
九
二
六
・
四
）、
日
本
近
代
文
学
大
事
典
（
日
本
近
代
文
学
館
小
田
切
進
編
講
談
社
七
七
・
一
一
七
八
・
三
）、
現
代
俳
句
大
辞
典
（
安
住
敦
﹇
ほ
か
﹈
編
明
治
書
院
八
・
九
）、
島
崎
藤
村
事
典
新
訂
版
（
伊
東
一
夫
編
明
治
書
院
八
二
・
─ ─
四
）、
図
説
教
育
人
物
事
典
下
巻
（
唐
澤
富
太
郎
編
ぎ
ょ
う
せ
い
八
四
・
七
）、
奈
良
近
代
文
学
事
典
（
浦
西
和
彦
﹇
ほ
か
﹈
編
和
泉
書
院
八
九
・
六
）、
現
代
女
性
文
学
辞
典
（
村
松
定
孝
・
渡
辺
澄
子
編
東
京
堂
出
版
九
・
一
）、
日
本
女
性
人
名
辞
典
（
芳
賀
登
﹇
ほ
か
﹈
監
修
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
九
三
・
六
）、
青
鞜
人
物
事
典
人
の
群
像
（
ら
い
て
う
研
究
会
編
大
修
館
書
店
二
一
・
五
）、
詩
歌
人
名
事
典
新
訂
第
２
版
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
編
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
二
・
七
）、
日
本
女
性
文
学
大
事
典
（
市
古
夏
生
・
菅
聡
子
編
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
六
・
一
）、
参
照
。
（
２
）
紅
野
敏
郎
（
本
の
さ
ん
ぽ
）
女
流
文
芸
史
の
は
し
り
生
田
花
世
女
流
作
家
群
像
（
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
一
九
七
四
・
三
）。
（
３
）
尾
形
明
子
解
説
生
田
花
世
著
近
代
日
本
婦
人
文
芸
女
流
作
家
群
像
（
山
崎
朋
子
監
修
叢
書
女
性
論
別
巻
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
大
空
社
九
七
・
一
二
）
（
４
）
中
野
光
合
科
学
習
の
遺
産
の
再
評
価
（
日
本
教
育
方
法
学
会
編
学
校
文
化
の
創
造
と
教
育
技
術
の
課
題
明
治
図
書
九
一
・
一
）、
志
村
廣
明
一
九
二
年
代
に
お
け
る
池
田
小
菊
の
授
業
論
に
関
す
る
一
考
察
（
篠
田
弘
〔
ほ
か
〕
編
歴
史
の
な
か
の
教
師
・
子
ど
も
福
村
出
版
二
・
三
）、
浅
井
幸
子
池
田
小
菊
に
よ
る
教
室
の
家
庭
化
の
構
想
（
藤
田
英
典
﹇
ほ
か
﹈
編
大
学
改
革
世
織
書
房
二
・
九
）、
松
本
博
史
池
田
小
ぎ
く
の
合
科
学
習
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
お
け
る
最
初
期
合
科
学
習
の
実
践
（
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
五
・
三
）、
伊
藤
朋
子
わ
が
国
の
ド
ル
ト
ン
プ
ラ
ン
受
容
に
お
け
る
自
由
と
協
同
（
ド
ル
ト
ン
・
プ
ラ
ン
に
お
け
る
自
由
と
協
同
の
教
育
的
構
造
風
間
書
房
七
・
二
）
等
。
（
５
）
張
競
池
田
小
菊
帰
る
日
と
翻
案
小
説
風
に
飛
ぶ
柳
の
わ
た
張
資
平
の
大
正
文
学
受
容
を
め
ぐ
っ
て
（
明
治
大
学
教
養
論
集
四
・
九
）、
弦
巻
克
二
・
吉
川
仁
子
池
田
小
菊
関
連
書
簡
志
賀
直
哉
未
発
表
書
簡
を
含
め
て
、
池
田
小
菊
関
連
書
簡
補
遺
・
そ
の
他
（
叙
説
六
・
三
、
七
・
三
）、
紹
介
に
、
佐
藤
富
哉
池
田
小
菊
許
さ
れ
ぬ
接
吻
に
つ
い
て
（
名
古
屋
近
代
文
学
史
研
究
一
九
七
三
・
五
）、
真
銅
正
宏
池
田
小
菊
帰
る
日
（
浅
田
隆
・
和
田
博
文
編
古
代
の
幻
日
本
近
代
文
学
の
奈
良
世
界
思
想
社
二
・
四
）、
等
。
（
６
）
上
笙
一
郎
池
田
小
菊
著
私
の
教
育
記
録
（
叢
書
女
性
論
別
巻
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
前
出
）
に
は
、
小
菊
は
教
育
と
文
学
、
そ
の
ふ
た
つ
の
も
の
に
立
脚
す
る
児
童
文
学
、
お
よ
び
女
性
運
動
と
い
う
四
つ
の
領
域
で
活
躍
し
た
、
と
あ
る
。
（
７
）
後
年
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
川
端
康
成
は
、
小
菊
の
奈
良
を
、
暗
鬱
で
無
為
と
も
見
え
る
生
活
は
一
種
の
味
を
持
つ
て
す
わ
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
作
者
の
筆
致
の
特
徴
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
人
が
影
響
を
受
け
た
ら
し
い
、
志
賀
直
哉
氏
や
滝
井
孝
作
氏
の
す
わ
り
方
と
は
、
大
分
ち
が
ふ
や
う
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
（
女
─ ─
性
作
家
に
就
て
、
朝
日
新
聞
一
九
三
八
・
一
一
・
四
）。
（
８
）
一
茶
俳
句
新
釈
（
前
出
）
自
序
に
、
本
書
の
刊
行
に
至
る
ま
で
に
は
、
半
田
良
平
先
生
の
懇
篤
な
る
尽
力
、
並
に
山
中
笑
翁
其
他
知
己
諸
氏
の
教
示
助
言
に
負
ふ
と
こ
ろ
が
多
か
つ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
半
田
良
平
は
歌
人
。
紅
野
敏
郎
逍
遥
・
文
学
誌（
）
武
蔵
野
山
中
共
古
記
念
号
鳥
居
龍
蔵
・
中
島
利
一
郎
・
山
田
一
・
三
村
清
三
郎
・
川
島
つ
ゆ
・
三
村
清
三
郎
ら
（
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
二
一
・
五
）
に
武
蔵
野
山
中
共
古
記
念
号
（
一
九
二
九
・
九
）
の
文
章
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
９
）
岡
本
文
弥
は
つ
ゆ
と
の
連
句
付
合
や
そ
の
最
期
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
（
紫
匂
う
川
島
つ
ゆ
さ
ん
と
の
交
友
、
婦
人
公
論
七
三
・
一
）。
ま
た
石
川
三
四
郎
も
あ
た
し
の
新
内
の
会
の
常
連
で
し
た
が
、
川
島
つ
ゆ
女
史
が
石
川
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
よ
く
み
え
ま
し
た
。
一
茶
や
千
代
女
の
研
究
家
で
も
あ
る
俳
人
で
、
あ
た
し
は
女
史
に
さ
そ
わ
れ
て
連
歌
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
と
語
っ
て
い
る
（
森
ま
ゆ
み
長
生
き
も
芸
の
う
ち
岡
本
文
弥
百
歳
毎
日
新
聞
社
九
三
・
一
二
）。
断
想
川
島
つ
ゆ
先
生
（
前
出
）
に
、
山
中
笑
、
石
川
三
四
郎
、
岡
本
文
弥
と
の
親
交
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。
（
）
詩
人
澤
ゆ
き
の
世
界
（
前
出
）
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
外
全
集
第
三
十
五
巻
（
岩
波
書
店
七
五
・
一
）
日
記
の
一
九
一
一
﹇
明
﹈
年
一
一
月
一
一
日
の
項
に
茨
城
県
茎
崎
の
相
澤
ゆ
き
来
訪
す
と
あ
る
。
書
簡
は
全
集
未
収
。
同
書
に
は
甥
の
飯
塚
勲
氏
所
蔵
の
先
日
御
来
話
ノ
ド
イ
ツ
語
修
業
ノ
事
心
当
リ
ノ
人
ニ
問
ヒ
合
セ
候
処
（
一
一
・
一
一
・
一
五
）、
詩
人
に
な
る
に
は
詩
人
の
家
に
あ
り
て
な
ら
え
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
候
（
一
二
・
一
・
一
）、
詩
稿
到
着
い
た
し
候
小
生
は
長
詩
は
久
し
く
打
無
置
き
試
み
ず
従
て
批
評
も
出
来
兼
候
ニ
付
友
人
河
井
醉
茗
に
見
せ
候
事
に
い
た
し
候
（
一
二
・
三
・
二
五
）
な
ど
と
い
う
外
か
ら
の
書
簡
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
、
あ
な
た
は
や
つ
ぱ
り
影
と
夢
の
詩
人
だ
と
お
も
ひ
ま
す
と
い
う
山
村
暮
鳥
ら
の
書
簡
の
紹
介
も
あ
る
。
沼
の
詩
人
沢
ゆ
き
に
は
佐
藤
惣
之
助
、
深
尾
須
磨
子
、
井
上
康
文
ら
の
書
簡
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
）
女
人
芸
術
発
刊
時
生
田
花
世
さ
ん
が
訪
ね
て
来
ら
れ
て
、
今
度
時
雨
さ
ん
が
女
ば
か
り
の
雑
誌
を
出
す
か
ら
と
言
う
こ
と
で
参
加
し
ま
し
た
と
い
う
望
月
百
合
子
の
回
想
等
が
女
人
芸
術
の
世
界
長
谷
川
時
雨
と
そ
の
周
辺
（
尾
形
明
子
ド
メ
ス
出
版
八
・
一
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
─ ─
